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2025 年 4 月 23 日 

株式会社富士クリーン 

 

取組事例発表 

国産ライチ春の重要イベント 

〜国産ライチ栽培試験ハウスにおけるミツバチ巣箱の設置〜 

 

 

   株式会社富士クリーン(所在地：香川県綾川町、代表取締役社長：馬場 太一郎)は、2024 年 6 月より開始し

た国産ライチ栽培試験のプロセスの一つとして 2025 年 4 月 21 日にハウス内にミツバチの巣箱を設置しまし

た。これはミツバチにより開花したライチの花を受粉させる目的によるものです。設置後、早速ミツバチ達は

それぞれ花に止まり、ミツバチにとっての花の蜜集めと花にとっての受粉が始まりました。 

 

◼ ライチの花の受粉について 

 

４月中旬の現在、当社の国産ライチ栽培試験ハウ

スの中では、ライチの花が開花しました。ライチは

雄花の方で花粉を作り、花粉が雌花のめしべに付着

すること(受粉)により、果実の形成が開始されます。

収穫ができる果実になるまでは、おおよそ３〜４か

月で収穫できるようになります。ミツバチはこの受

粉を手助けしてくれます。今回設置したミツバチの

巣箱は雌花が受粉によって果実へと変化していく 1

か月半ほど設置され、その後養蜂業者により回収さ

れる予定です。これからも引き続き地域に貢献した

カーボンフリーファームの実現にむけて挑戦してま

いります。 
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